
Sodick-IoT、MR30により実現した自動生産システムについてご紹介します。

射出成形のIoTを具現化したスマートファクトリー 「ICF-V」
ソディックの現場から

当期の業績について
中国を中心に放電加工機の販売台数が大きく増加したことにより
売上高・利益共に期初計画を大幅に上回りました。 営業利益

74億90百万円

売上高

656億4百万円

流動資産
78,136

流動資産
87,527

固定資産
34,287

前期末
2017年3月31日

現在

当期末
2017年12月31日

現在

前期末
2017年3月31日

現在

当期末
2017年12月31日

現在

純資産
48,710

流動負債
36,349
固定負債
30,298
純資産
55,166

資産合計
109,271

資産合計
121,815 負債・純資産合計

109,271

負債・純資産合計
121,815

資産の部 負債・純資産の部

流動負債
33,009
固定負債
27,551

POINT  B/S：受注台数増加に伴い、売上債権、棚卸資産が大き
く増加。また、物流センター、北米の新社屋等固定資産の増加によ
り、総資産は前期末比で大幅に増加。財務面は利益の積み上げに
より自己資本が大きく増加し、財務体質が改善。

POINT  C/S：営業CFは、当期純利益が大幅に増加した一方、
受注増加に伴う売上債権、たな卸資産の大幅な増加等により、45億
22百万円と前期末比では減少。投資CFは、加賀事業所の物流セン
ター、横浜本社の新研究開発棟、北米拠点の新社屋等の有形固定資
産取得等により、47億15百万円と大幅に増加。財務CFは、大きな
資金調達等も無く大きな変動は無し。現金及び現金同等物の期末
残高は前期末比約37百万円増の360億75百万円となりました。

IRサイトでは、決算短信、決算説明資料など更に詳しい決算情報がご覧になれます 
https://www.sodick.co.jp/ir/ir_note.html ソディックIR 検 索

IRサイトでさらに詳しく

当期
（2017年4月1日～2017年12月31日まで）

現金及び
現金同等物の
期首残高
36,037

営業活動
によるCF
4,522

財務活動
によるCF
△439

投資活動
によるCF
△4,715

現金及び
現金同等物に
係る換算差額等

670

現金及び
現金同等物の
期末残高
36,075

固定資産
31,135

 ICF-V＊とは？
「ICF-V」は射出成形のIoTを具現化した小さな最強ス
マートファクトリーです。ホストPCと複数台のMR30（金
属3Dプリンタで製造した金型専用射出成形機）、自動機
をネットワークでつないだシステムを構築。カセット金
型の交換を自動で行い、異なる成形品の自動生産が可
能となります。
＊ICF-V=Injection molding Cell Factory by V-LINE® system

 ICF-Vの特徴は？
ICF-Vは、システム全体を管理するホストPCのアプリ
ケーションである「ICF-V Scheduler」、生産セルシス
テム「MR30」、カセット型の受け渡しを行う「Casette 
Stocker」で構成されます。
「何を（必要な成形品）」「いくつ（必要個数）」「いつまでに
（希望納期）」の３つを入力することで、自動的に生産計
画をスケジュールし、その生産計画に沿って自動的に成
形品を生産します。

 どんな効果が期待できますか？
ICF-Vは、ネットワークへ接続された機械の各種情報を活
用し、監視、保守、制御、分析などを実行。周辺機器情報を
一元管理できるため、材料の投入から成形品完了までの
工程を見える化でき、更なる生産性向上を実現します。

業績・財務ハイライト

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー（CF）計算書の概要 （単位：百万円）

2017年10月24日から5日間、幕張メッセで開催された「IPF JAPAN 2017（国際プラ
スチックフェア）」に出展しました。今回は“V-LINE®が切り開く新たなソリューション”
をテーマに、当社独自のV-LINE®方式を採用した様々な最新鋭射出成形機を展示しまし
た。射出成形の自動化システム「ICF-V」を初出展したほか、全電動射出成形機のMSシリーズや大型車載部品向けの成
形機、2材成形など、ものづくりを支援する最新技術を提案し、多くのお客様に実感していただきました。

世界初出展のMR30による自動生産システム「ICF-V」など最新鋭機を展示
IPF JAPAN 2017（国際プラスチックフェア）に出展

TOPICS
展示会

IPF JAPAN 2017当社ブース

※当期（2017年12月期）は事業年度変更に伴い、9か月の変則決算となっております。
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工作機械事業
放電加工機、マシニングセンタ、金属3Dプリンタ等の開発・製造・販売

最大市場である中国を中心に販売が堅調に推移。売上
高、利益共に期初計画を大きく上回り業績をけん引。
当社の最大市場である中国では、ものづくりの高度化や自動化対応、
中国政府の補助金政策の影響により、自動車関連やスマートフォン関
連を中心に受注、販売が期初計画を大きく上回り業績をけん引しまし
た。例年中国で受注が減速する秋口以降も、幅広い産業から旺盛な
需要が継続しています。北米の需要はやや一服感がある一方、日本
ではものづくり補助金の影響が追い風となり、欧州でもドイツ、イタリ
アを中心に、自動車、航空宇宙関連が引き続き堅調に推移しました。
その他アジア地域も、自動車、半導体関連が回復基調にあります。

その他事業
プラスチック成形品等の製造・販売、リニ
アモータ応用製品、セラミック製品及び
その制御機器、LED照明等の開発・製造・
販売、放電加工機等のリース

精密金型・精密成形事業は、自動車関連から旺盛な需要が継続し
たほか、活況な半導体製造装置向けにセラミックスの販売も好調
に推移いたしました。

2017年
3月期

2017年
3月期

2017年
12月期

2017年
12月期

2018年
12月期

2018年
12月期

43,355 47,559
57,000
（予想）

売上高

47,559百万円

営業利益

7,478百万円

IRサイトでは、決算短信、決算説明資料など更に詳しい決算情報がご覧になれます 
https://www.sodick.co.jp/ir/ir_note.html ソディックIR 検 索

IRサイトでさらに詳しく

6,213 7,478
8,370
（予想）

2017年
3月期

2017年
3月期

2017年
12月期

2017年
12月期

2018年
12月期

2018年
12月期

5,661 4,596

6,000
（予想）

売上高

4,596百万円

営業利益

847百万円

859 847 680
（予想）

※2017年12月期は事業年度変更に伴い、9か月の変則決算となっております。

日本、中国、アジアを中心に高付加価値部品向け
の旺盛な需要を取り込み利益率が大幅に向上。
日本、中国、アジアを中心に車載用コネクタやセンサー部品のほ
か、スマートフォン及び車載カメラ用光学レンズなど高付加価値
部品向けの需要が堅調となりました。また、スマートフォンの防
水機能強化のためのシリコーン成形機の需要も底堅く推移いた
しました。

産業機械事業
射出成形機等の開発・製造・販売

2017年
3月期

2017年
3月期

2017年
12月期

2017年
12月期

2018年
12月期

2018年
12月期

9,366 9,981

12,100
（予想）

売上高

9,981百万円

営業利益

976百万円

617
976

1,000
（予想）

売上高

3,467百万円

営業利益

178百万円

食品機械事業
麺製造プラント、製麺機等の食品機械の開発・製造・販売

製麺業界の堅調な需要に加え、製菓・包装米飯業界や自
動化装置への需要も拡大。計画通りの売上高で着地。
高品質な調理麺の製造設備需要が引き続き堅調となったほか、健
康志向の高まりによる豆腐麺などユニークな麺製造向けや、製麺
設備の一部を応用した包装米飯製造装置の需要も見られました。
省人化、衛生面の向上を目的とした自動化設備の需要も拡大して
います。複数案件で検収が遅れておりましたが、第３四半期に検収
が進んだ結果、概ね計画通りの売上高で着地いたしました。新製
品立ち上げコストの一時的な発生により利益は伸び悩みました。

2017年
3月期

2017年
3月期

2017年
12月期

2017年
12月期

2018年
12月期

2018年
12月期

3,429 3,467

5,900
（予想）

159 178

550
（予想）

セグメント別の概況 （単位：百万円）

7.0%

売上高構成比

72.5%

売上高構成比

5.3%

売上高構成比

15.2%
売上高構成比
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